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潜水観察による人工魚礁の実態について－XⅧ
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Abstract

Concemingthereefsofconcreteblockset，sunkenatthe4-spotsinthesea-frontoff

Yamagawa-Town，Kagoshima-prefecture，divingobservationswerecarriedoutwiththe

followinginformationsobtained．

（１）Thereefsshowingthehigherfish-gatheringeffectivitieswereascertainedtobethose

blockshavingasocalledtheshapeofadish-adimensionallyformedshapeinwhichtherewas

atthecenter，agroupofset-in-blockseachsideofwhichhavingthelengthof１．５ｍ；andthis

particularindividualgroupwassurroundedbyotherseriesofgroup-blockseachsideofwhich

havingthelengthofabouｔ３ｍ．

（２）Thelowestfish-gatheringeffectivitywasobservedatthereefsmadeofthescrappedcar，

whichhadbeenscatteredalongtheacutelyslantingsea-slope，withtheintervalsrangingfrom

l5-20ｍ．

（３）Thepropersea-frontsmostfittingforthereefstobesunken，wereassumedtobethe

followingtwosea-frontsnamely：

Thesea-frontlyingofftheYamagawa-harbour，wheretheEqualdepthlinesshowingthe

sea-depthof30m，arestretchedagainstthecoastline，drawingawedge-shapedfigure；and

anothersea-frontofftheNagasakibanasea-promontory．
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山川町沖合海域は鹿児島湾口の西部を占め沿岸漁業やマダイの放流事業が盛んに行われて

いる海域である。また海底地形を利用しての漁場造成の好適地としても評価の高い海域であ

る。今回，当海域の沿岸漁業の漁場環境を解明することを目的として人工魚礁を始め海底地
形や海底面を調査したのでその結果について報告する。

1．調査方法

人工魚礁（以下魚礁と呼ぶ）の調査は，沿岸域に設置してある４個所の魚礁について，昭

和60年７月15,16日の両日，潜水観察')により魚礁の形態，埋没，付着生物，蛸集魚の状態

を調べた。この４魚礁はいずれも急深となる沿岸沖合に近い平坦部もしくは斜面上に設置さ

れているが，利用目的或いは使用材料が夫々 異なっている。即ち最も南方のＹＡ－１魚礁は沈
設型のコンクリートブロック（以下ブロックと呼ぶ）群よりなる並型魚礁，その北方の

YA-2魚礁は沈設型の廃車魚礁，俣川洲（またごし）近くのＹＡ－３魚礁はブロック群よりな

るマダイの保育魚礁，最も北方のＹＡ－４魚礁はブロック群よりなる築磯である（Fig.１)。
また海底地形はFig.１に示す７定線において魚群探知機（ＪＲＣ製，ＪＮＡ１７１ＡＶ型）により，
海底面は同じ７定線においてボトムソナー（ＮＥＣ製ＮＥ－７０Ｂ２型）により調べた。なおこ

れらの調査には本学練習船南星丸（８２トン，４００ｐｓ）とゆめ（2.8トン，２５ｐｓ）を使用した。
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2．調査結果

（１）人工魚礁

ＹＡ－１魚礁（Fig.２，Table１，Ｐｌａｔｅｌ）

調査魚礁の中で最も湾口に近い魚礁で，赤水鼻の東南東方約1800ｍの水深27～33ｍの斜面

上に設置されている。周辺の海底面には波長約１ｍ，波高約15cmの砂漣が形成されている。

この魚礁の規模は昭和55年より59年にかけて投入された略３ｍ角ブロック32個，１．５ｍ角ブ

ロック74個，廃船４隻である。今回はその１部である略３ｍ角ブロック32個と1.5ｍ角ブロッ

ク約20個について調べた。

魚礁の形態は20×45ｍの範囲内において，その外側の周辺に略３ｍ角ブロックが並び，そ

の内側に１．５ｍ角ブロックが群がり皿型2)の凹みの形態となっている。埋没及び洗堀はほと

んど進捗していない。付着生物は殻長１～２cmのフジツボがブロックの全面にみられるだけ

である。

魚群は豊富に帽集している。主な魚種とその占位場所をあげると，まず体長25cmのイサキ

の大群が目につく。この群は主として魚礁中央部の凹みの場所に占位し，魚礁全体を包むよ

うに，ブロックの内部や上部をゆっくりした動きで移動していた。この他カゴカキダイ群が

前述の凹みの場所に，その上方にハマチ群が夫々認められた。コロダイは1.5ｍ角ブロック

群と略３ｍ角ブロック群の周辺に，またクロダイは略３ｍ角ブロック群内に夫々占位してい

た。

ＹＡ－２魚礁（Fig.３，Table１，ＰlateⅡ）

前述のＹＡ－１魚礁の東北東方約1000ｍ，水深38～43ｍの海底勾配の大きい斜面上に設置さ

れている魚礁である。昭和54年８月の投入，主として普通乗用車と軽自動車からなる廃車魚

礁で，その台数は135台である。今回はこのうち約30台の廃車群について調査を行った。

設置形態は車が５～lOm間隔で広範囲に分散した状態となっている。車は２台ずつワイ

ヤーで固縛されているが，中には５～６台まとまっているものもある。車体は運転席のみの

ものや，天井部分の圧潰したものなど１部破損したものもあるが，ほとんど原型を保ってい

る。付着生物は小さいフジツボが車体の上面に付着している他，ウミトサカが所々にみられ

た。蛸集魚は少なく，車の多く集まった場所にウマヅラハギ群とホウセキハタを認めたに過

ぎないｏ

ＹＡ－３魚礁（Fig.４，Ｔａｂｌｅｌ，ＰlateⅢ）

俣川洲の南西方約900ｍ，水深１０ｍに設置されているブロック魚礁で，略３ｍ角ブロック

４個と1.5ｍ角ブロック４個よりなる。この他，東方約40ｍに略３ｍ角ブロックが１個，北

方約50ｍに１．５ｍ角ブロック１個と半壊状のブロック２個が存在している。周辺の海底は平

坦で海底面には顕著な砂漣が形成されている。

洗堀は30～50cm進捗している。蛸集魚群は略３ｍ角ブロックの上方にウマズラハギ群が，

１．５ｍ角ブロックも含めてブロック内外にイシダイ，ハタタテダイが，ブロックの周辺の海

底面上にヒメジ群が夫々認められた。

この魚礁は山川町漁業協同組合の管理するマダイの保育魚礁で，毎年稚魚放流が行われて

いる。昭和60年度は69000尾がこの魚礁上で放流されている。筆者はこのマダイの稚魚放流
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について指宿市沖合の場合と同様に追跡調査3)を実施したが，その結果については次報で報

告したい。

ＹＡ－４魚礁（Fig.５，Table１，ＰlateⅣ）

千眼峰ノ鼻の東方約1800ｍの水深18.5ｍに位置する築磯で，昭和59年12月投入，ｌ×１×

0.8ｍの４穴ブロック188個からなる。周辺の海底形状は緩やかな勾配をなしている。

設置形態は長さ50ｍに亙ってブロックが集積し，所々に２～３段積みがみられる。北半分

はブロックが密集しているが南半分は２～５ｍ間隔に分散している。埋没は深さ10～20cm，

洗堀はブロック群の周辺において深さ約30cm掘り下げられている。

魚群はかなり豊富であり，特に２～３段積みとなっている北半分のブロック群においてそ

の密度が高くなっている。主な魚種としてはウマヅラハギ，イシダイ，ハタタテダイ，ネン

ブツダイ，カゴカキダイの群が礁上に，ホウセキハタ，ヨコスジフエダイ，メジナ，ツバメ

ウオ，コロダイ等がブロック周辺で夫々認められた。なおイセエビは確認出来なかった。

（２）海底地形と海底面

当海域の海底地形の特徴は次の２点である。即ち，

①１０ｍ以浅の平坦域と20～30ｍ以深の急斜面域に２分される。

②山川港口沖と赤水鼻沖には模状を呈している等深線の入れ込みが形成されている。

前者は海図より求めた１ｍ毎の等深線図（Fig.６）と同図で示した各横断面の海底地形の

模式図（Fig.７）からその概要を知ることが出来る。即ち10ｍ以浅の平坦域は俣川洲沖と赤

水鼻沖で狭く，山川港口沖と岡児ケ水沖で広く形成されている。またロノ曽根付近から赤水

鼻にかけては20ｍ以深域が，また山川港口沖と長崎鼻沖では30ｍ以深域が夫々急斜面域と

なっている。ここで千眼峰ノ鼻から赤水鼻にかけての沖合水域の海底勾配を略算すると,10ｍ
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以浅域は１～0.6％，２０～50ｍ水深域は１４～28％という値となった。後者は魚道の形成と深

い関係をもつものと考えられるが，特に山川港ロ沖合はFig.８に示すように等深線の入れ

込みの規模が大きく，加えて海底地形が皿型の凹みを有していることから，当海域の漁場的

価値を高める重要な水域となっていることが考えられる（ポイントＮと呼ぶ)。赤水鼻沖の

海底形状はポイントＮ程顕著ではないが，矢張り等深線が陸岸にむかって湾曲しており，

魚道形成に役立っているものと考えられる（ポイントＳと呼ぶ)。この他，ロノ曽根の南側

に同様の海底形状が形成されている（ポイントＭと呼ぶ)。

次にボトムソナーで調査した海底面の状態（Fig.９）をみると，山川港口より俣川洲にか

けての海底面は砂質で粗牒や転石はみられない。児ケ水湾内は平坦で砂漣が形成されている。

また中央部付近は採砂が行われているため１～３ｍの水深差をもつ凹凸部が数多く形成され

ている（記録②)，赤水鼻沖の水深20ｍ付近の海底面には顕著な砂漣がみられるが，水深４５

～50ｍ域になるとその砂漣はみられない（記録③)。ポイントＮ及びポイントＭの海底面

は砂質で障害物は少なく砂漣もみられない（記録⑤，⑥)。

なお魚礁及び海底地形，海底面の調査と併せて，Fig.１に示す漁場観測点において，水温，

塩分，ｐＨ値を測定した。その結果をＴａｂｌｅ２に，また各魚礁における魚群探知機の記録を

ＦｉｇｌＯに示した。
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Table２．Resultofthefishinggroundobservations．

28.29２７．７６８．３０１
Ｓ６０－０７－１５１４：４８Ｃ－２

31.53２４．１０８．４７3０

28.50２７．７５８．２６１
Ｃ－３ １４：３６

28.93２７．１９８．３５1３

１ 28.53２７．８５８．２１
Ｃ－４ １４：２６

１０ 28.84２７．３５８．３６

28.65２７．６６８．１９１
１５：０９Ｄ－２

29.64２６．６５８．２６2５

5０ 29.46２２．５７８．４９

7５ 35.47１９．１８８．８０

9０ 37.98１６．４７８．９２

１ 28.58２７．６２８．２９
Ｄ－３ １３：２４

2５ 29.93２６．２４８．３８

3０ 30.50２５．４９８．３８

１ 28.55２７．７５８．１９
Ｄ－３′ １３：３１

29.43２６．９９８．２４1２

１ 28.71２７．６５８．２８
Ｄ－４ １３：４４

１１ 29.10２７．２６８．２８

１ 2 8 . 4 5 ２ ７ ． ８ ２ ８ ． ２ １
Ｅ－３ １３：０４

2７ 30.50２５．６２８．２０

１ 28.45２８．０８８．１６
Ｅ－４ １２：１８

５ 28.64２７．７７８．１４

28.68２７．５４８．２０１
Ｅ－４′ １２：５１

30.21２５．９６８．２８2５

28.36２８．０６８．１５１
Ｅ－４" １５：３５

６

１ 28.50２７．７４８．１３
Ｆ－４ １２：０７

2５ 30.58２５．５０８．１５

3４ 30.60２４．５８８．２７

１ 28.45２７．８２８．２３
Ｆ－５ １１：３３

７ 28.78２７．３６８．１９

2５ 30.68２５．３４８．３４
Ｆ－５′

１ 28.54２７．６７８．２９

2８ 30.73２５．２７８．６８

１ 28.62２７．３９８．８２
Ｆ－６ １０：３２

１０ 29.38２６．８０８．８５

１５：５５Ｆ－６′
3５

2５ 31.37２４．３５９．１８
Ｇ－５ １１：０７

１ 28.54２７．５２８．８４

4１ 33.38２１．６１８．９４

Ｇ－６ １０：５２
１ 28.51２７．４０８．８８

1７ 29.82２６．３８８．９２
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３．考察

今回潜水観察を行った魚礁は，前述したように利用目的と寸法の異なる２種のブロック魚

礁と廃車魚礁及び築磯であった。このうち婿集魚を多く観察出来た魚礁としてはＹＡ－１魚礁

と築磯のＹＡ－４魚礁をあげることが出来る。この２魚礁に多くの魚群がみられた理由として

は，魚礁が魚道近くに設置されていることと，魚礁の設置形態が優れていると言う２点をあ

げることが出来よう。即ちＹＡ－ｌ魚礁は前項で言うポイントＳ付近に設置されており，ま

たその設置形態は小型のブロック群を中心として周囲に大型のブロック群を配するといった

所謂皿型をなしているため，相乗的に優れた婿集効果を発揮しているものと考えられる。ま

たＹＡ－４魚礁はポイントＭの陸岸側に位置し設置場所に恵まれていることと，設置形態が

小型のブロックを集積した小さい起伏の多い山型をなしているため多くの中，小型の魚群を

婿集せしめているものと考えられる。

これらの優れた魚礁に対し，ＹＡ－２魚礁は設置場所付近の等深線が略直線で変化のないこ

とと，魚礁が急斜面上に広く散在したため魚群の来遊と滞留をみなかったものと考えられる。

今後，漁場造成によって沿岸漁業の振興を計るとすれば，先ずさし当たって，当海域の漁

場的価値を高めていると考えられる山川港ロ沖合のポイントＮの海域に大規模の魚礁設置

を実施すること，また南方の赤水鼻沖ポイントｓの水域における魚礁の規模拡大を計る等，

当海域の海底地形を巧みに利用した積極的な施策が望まれる次第である。

要 約

山川町沖合海域に設置されている４個所の人工魚礁について，昭和60年７月に潜水観察を

実施した結果，次のような知見を得た。

(1)２種のコンクリートブロック魚礁と廃車魚礁及び築磯について調査を実施した。このう

ち魚群の婿集密度の最も高かった魚礁は，１．５ｍ角ブロック群を中心とし周囲を略３ｍ角の

ブロック群で囲むように設置されている皿型の構造をした魚礁（ＹＡ－１魚礁）であった。

(2)魚群の蛸集密度の低い魚礁は急勾配となっている海底斜面上に広く分散して設置されて

いる廃車魚礁（ＹＡ－２魚礁）である。なおこの魚礁は車体間隔即ち魚礁の単体間隔が５～lOm

とかなり広くなっている。

(3)魚礁造成の適地としては，水深30ｍの等深線が模状に陸岸に向って伸びている山川港ロ

沖合と赤水鼻沖合をあげることが出来る。

この研究は昭和60年度における山川町の受託研究費により実施したもので，研究の推進に

当り御助力をいただいた山川町漁業協同組合，及び練習船南星丸の柿本亮船長他乗組員御

各位に対し厚くお礼申し上げたい。
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